
リハビリテーションを施行した透析患者の
移動・排泄動作自立度別の自宅復帰率

－非透析患者との比較より－
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１．はじめに

透析患者は、非透析患者に比較して水分制限や

食事制限等の医学的管理が必要であり、自宅への

退院に難渋するケースが多いとされている。他に

自宅復帰を困難にする要因として、移動能力低下

や排泄動作自立度の低さ、介護力不足等がある。

そこで透析患者においても移動能力、排泄動作能

力が自宅復帰率に関与しているか調査を行なった

ので報告する。

２．対象と方法

２００９．４．１～２０１１．３．３１に当院医療療養型病床で

リハビリテーション（以下、リハ）を処方され、

２０１１．３．３１までにリハを終了した患者のうち、死

亡および急性期病院転院、転帰先不明症例を除外

した５０１名を対象とした。内訳は透析患者１１７名（以

下、A群）、非透析患者３８４名（以下、B群）であ

った。機能的自立度評価表（Functional Independ-

ence Measure）の移動項目「６」「７」の自立群２３２

名（A群：５９名、B群：１７２名）、「５」以下の介助

群２７０名（A群：５８名、B群２１２名）、排便項目「６」

「７」の自立群２８２名（A群：６５名、B群：２１７名）、

「５」以下の介助群２１９名（A群：５２名、B群：１６７名）

に分け、転帰先（自宅or自宅以外）をA群とB群間

で比較した。統計学的解析はχ２検定を用いた。

３．結果

移動動作自立群においては、A群で自宅復帰３１

名（５３％）、自宅以外２８名（４７％）、B群で自宅復

帰８７名（５１％）、自宅以外８５名（４９％）（p＝０．７９）。

介助群においては、A群で自宅復帰２５名（４３％）、

自宅以外３３名（５７％）、B群で自宅復帰９５名（４５％）、

自宅以外１１７名（５５％）（p＝０．８１）。排便動作自立

群においては、A群で自宅復帰３３名（５１％）、自

宅以外３２名（４９％）、 B群で自宅復帰１０９名（５０％）、

自宅以外１０８名（５０％）（p＝０．９４）。介助群におい

ては、A群で自宅復帰２３名（４４％）、自宅以外２９

名（５６％）、B群で自宅復帰７３名（４４％）、自宅以

外９４名（５６％）（p＝０．９４）であった。

４．考察

医療療養型病床においては、リハを施行した透

析患者と非透析患者の自宅復帰率の差はなく、移

動動作能力、排泄動作能力は自宅退院を阻害して

いる要因とは言えなかった。日常よく遭遇する透

析患者が自宅復帰困難と感じるのは、透析患者は

非透析患者と比較して病態が不安定であり、急性

期病院への転院や死亡退院が多いためかもしれな

い。今後も継続的な調査が必要と考える。
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